教案：錯角等しければ平行（20071205UP・同1206・20140108・同0109改訂）
（20181225再改訂）
復習　平角：一直線上の角。　復習　定理（平角に等しい角は平角）…（（やりましたよね））
定義
２直線Ｌ１,Ｌ２に，直線Ｌが（点Ａ,Ｂで）交わっている。

（（図を描く…Ｌ１とＬ２は，平行とは限らないよ））

βをαの錯角，

（βの対頂角である）β´をαの同位角，

と言う。
(注)　 βとβ´は，対頂角なので，いつでも等しい。
定義（確認）　平面上において２直線Ｌ１,Ｌ２が交わらないとき　Ｌ１//Ｌ２（平行）と言った。（（上で、下敷きの図を入れる））
定理①　錯角αとβ　が等しければ，Ｌ１//Ｌ２

　　②同位角αとβ´が等しければ，Ｌ１//Ｌ２
　《中学校では証明なし》

証明（予備知識：対頂角等しい。第１合同定理（２辺夾角）。定理（平角に等しい角は平角）。）
β´とβは、対頂角なので等しい。

よって①のみを示せば十分。

以下①を示す。

α≡βなのにＬ1とＬ2が平行でないと，わざと，仮定して矛盾を導こう（背理法）。

するとＬ1とＬ2はある点Ｐで交わる。

Ｌ１上で，Ａに関してＰと反対側に，点ＱをＱＡ≡ＰＢとなるようにとる。

すると　三角形ＡＢＰ≡三角形ＢＡＱ　となる。

（理由：２辺挟角；　ＰＢ≡ＱＡ，ＡＢ≡ＢＡ，∠ＰＢＡ≡∠ＱＡＢ…β≡αより）

（自注：Ｐの位置によっては、事項「βの補角≡αの補角」を経由する。）

よって　∠ＢＡＰ≡∠ＡＢＱ…対応する角

ところで　∠ＰＢＱ≡∠ＰＢＡ＋∠ＡＢＱ

　　　　　　　　　≡∠ＱＡＢ＋∠ＢＡＰ

　　　　　　　　　≡∠ＱＡＰ；平角
　　　　　　　　　≡π
すると『定理（平角に等しい角は平角）』より，∠ＰＢＱも平角になり，

３点Ｐ，Ｂ，Ｑは一直線上になってしまう。つまりＬ1とＬ2は同一の直線になる。
これは矛盾！

よってＬ１とＬ２は平行である。

（証明終）

